
h
F

ヒ
ラ
ツ
ネ
主
力

平
経
高
四
僚
交
H
d
山対
前
帆
元

年
十
一
且
加
引
の
附
司
平
終

'Mは
、
白
山
本
宮
誼
径

の
料
米
と
し
て
、

一
同
平
均
に
段
米
一
カ
升
を
刑
制
し

た
。
本
宮
治
併
の
矧
は
立
川
品
開
二
年
に
お
っ
た
が
、
凶

司
そ
の
お
を
市
〈
苫
ず
、
辺
部
し
て
今
に
及
ん
だ
の

で
、
終
刊
は
自
ら
渚
径
の
功
を
注
げ
ん
が
お
、
勅肱川

を
斜
て
こ
の
附
酬
を
令
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
延
山
山

元
年
六
且
六
日
上
榔
の
式
を
車
げ
た
が
、
設
〈
も
な

〈
八
且
イ
七
日
跡
山
中
山
氏
踏
の
宮
白
川
か
ら
火
を
失
し
て

釦
鋭
し
た
。
終
4

而
が
般
討
の
念
に
出
み
、
腿
本
宮
に

妥
し
た
こ
と
は
、
一中
戸
記
に
『
仁
約
三
年
四
且
六
日
、

h
F

ヒ
ラ

平

臥
一
主
樹
木
郷
に
M

闘
す
る
郁
町
冊
。
永

政
三
年
二
且
鍛
川
寺
衆
徒
の
部
品
欣
に
、
『
二
父
川
-
M
T

布
、
石
動
阿
鮒
陀
院
知
行
1
似
。
』
と
な
る
M
T
等
は
、

今
の
M
T
で
あ
る
。

ダ
ヒ
ラ

平
凶
日
川
榔
別
加
の
内
の
小
字
。

ダ
ヒ
ラ

大

軍

民
泊
久
子
川
の
内
の
小
字
o

h
F
ヒ
ラ
カ
ネ
モ

ト

平

策
基

邸
主
純
一
成
な
る
八

師
寺
町
山
州
大
般
若
附
閉
山
山
永
兆
年

・
述
Mm
二
年
与
の
も

の
に
、
阪
中
世
岩
山
御
庄
内
大
引け
佐
川
T
魚
川
却
の
か
白
が
見

・える。
h
F
ピ

足

袋

滞
政
の
時
、
士
人
は
b
h
r

官
民
お
用
の

期
間
に
限
り
白
峰
袋
を
用
ひ
た
の
で
あ
る
が
、
文
久

二
年
の
政
革
に
よ
り
、
鮒
色
の
も
の
は
用
ふ
る
こ
と

を
御
べ
〈
、
民
足
袋
も
加
に
出
慨
を
川
出
世
ず
、
勝
手

次
第
に
用
ひ
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

生
ヒ
ラ
平
等
河
北
地
金
術
郷
に
凶
す
る
部
古
川
。

一刈
品開
十
町
年
ま
で
は
ザ
ホ
と
内
い
た
が
、
こ
の
間
平

等
と
文
字
を
改
め
た
。

説
が
あ
る
が
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
成
年
と
い
・
ぬ
も

の
は
伊
年
を
限
船
し
た
も
の
で
な
か
ら
う
か
。

h
F

ハ
ラ
ヤ
ド
ウ
ス
ケ
儀
屋
銅
舗

J
ゼ
-
一
〆
セ

イ
銭
川
背
。

タ
八
|

タ
マ

h
F

ヒ
ラ
ト
キ
h
F
ダ

平
時
忠
左
大
臨
時
信
の
子
0

・総
永
二
年
制
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
平
氏
滅
亡
の

後
文
前
川
年
五
月
』
H

臼
能
常
に
配
械
の
官
符
を
目
安

け
、
九
月
引
三
日
下
向
し
て
珠
洲
制
大
符
に
似
し
た

が
、
五
年
二
月

H
四
日
そ
の
地
で
卒
し
た
。
年
六
十
。

山
品
川
奴
川
の
訟
に
、『
今
能
殺
の
土
人
制
ふ
。
珠
洲
郡

大
谷
村
は
附
忠
則
左
滋
の
地
と
云
ふ
。
以
の
米
滋
と

て
来
氾
(
川
定
〉
の
宗
左
衛
門
と
云
ふ
民
の
居
住
の

地
、
即
ち
卿
の
配
加
の
館
跡
と
て
今
も
抽
出
蛇
等
あ

り。

χ
卿
の
古
前
と
一
苫
ふ
も
宗
左
衛
門
の
家
側
に
あ

り
。
』
の
倣
卿
の
泌
総
と
て
今
存
す
る
同
也
。
又
凋

の
支
流
と
て
似
綾
な
ど
名
の
る
者
今
十
有
二
人
あ

b
o
是
を
大
符
の
十
二
名
と
呼
ぶ
。
げ
ん
の
良
町
は
六

行
H
除
年
削
の
前
な
れ
ば
奈
何
と
も
言
ひ
が
た
し
と

い
へ
ど
も
、
此
に
併
出
し
て
燕
到
の
仰
考
と
す
。
流

政
三
年
の
者
平
総
時
訳
卿
よ
り
以
の
子
四
回
と
て
和
紙

を
川
聞
は
る
。
北
ん
の
倣
は
、
在
り

L
怖
に
共
の
い
さ
を

し
は
大
谷
や
苔
の
下
に
も
名
は
朽
ち
ず
し
て
。

χ
自

制
香
を
加
滋
に
手
向
け
は
べ
る
と
て
、
ほ
の
か
に
も

畑
の
う
ち
に
'M
て
そ
ひ
て
反
さ
ん
棋
の
か
を
り
と
も

な
れ
。
鳴
呼
此
の
猷
誠
に
共
の
先
一
副
を
泊
悼
す
る
の

志
感
慨
浅
か
ら
ず
。
』
と
あ
る
。
そ
の
滋
凶
と
い
ふ
も

の
は
、
阿
よ
U
限
れ
で
な
く
、
時
誌
が
利
欧
を
附
っ

た
こ
と
も
禅
師
の
お
附
塚
と
同
日
の
談
で
あ
る
。

生
ヒ
ラ
ト
モ
ノ
リ
平
知
度
前
山
間
の
子
。

桜
木

一
年
似
指
仲
討
伐
の
誠
に
従
ひ
戦
死
し
た
。
越
殺
到

今
日
加
白
州
白
山
枇
御
郎
副
也
。
仰
子
「
叩
間
前
)
叫
山
凶
司
、

今
朝
早
且
行
水
、
修

--m除
-ぉ
=
跡
事
。』
な
ど
L
あ

る
に
闘
っ
て
知
ら
れ
る
。
公
卿
納
任
に
鍛
れ
ば
、
綬

mH品
樹
元
年
正
月
を
以
て
近
江
椛
守
を
僻
し
た
後
、

加
れ
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
能
は
ぬ
が
、
白

山
富
破
断
講
中
記
録
に
見
て
、
そ
の
明
の
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

三
州
志
に
、『
知
数
〈
度
)
の
邸
前
北
部
部
怖
の
北
に
在

一
衛
門
。
文
化
七
年
矢
久
左
衛
門
の
治
知
一
向
石
を
受
け
、

。
。
今
里
入
平
谷
と
い
ふ
o
V
A

一
一
献
に
、
能
州
二
宮

一
内
作
郡
部
中
行
・粂
外
作
亦
裕
行
・
江
戸
御
邸
式
御
用
法

遊
水
自
に
即
時
あ
り
。
土
人
云
ふ
。
是
醤
河
守
知
数
の

一
に
Mm任
L
、
天
保
九
年
五
十
討
を
加
へ
、
十
三
年
致

塚
に
て
、
知
数
此
の
土
に
て
職
死
す
と
な
り
o
可
彦

一
仕
し
て
遊
翁
と
鰐
L
、
十
λ
扶
持
を
泣
け
た
。

考
O
』
と
摂
す
る
o
源
平
感
装
記
供
利
伽
総
合
肢
の
修

一

タ
フ
ダ
ヤ
ト
ク
エ
モ
ン
任
問
屋
徳
右
衛
門

刷

平
軍
部
掃
の
中
に
知
度
を
同
期
手
志
雄
日
の
抑
将
と
し

一
工
で
、
粉市町民
A
W
F

梅
閣
と
放
し
た
o
w
H
政
四
年
金
抑
に

て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
次
い
で
放
軍
の
岱
追
手
供
利
伽

一
生
ま
れ
、
文
化
四
年
春
日
山
町
出
に
於
い
て
木
米
に
製

縦
ロ
で
自
A
し
た
と
す
る
は
矛
府
で
あ
る
が
、
保
問

一
陶
を
同
日
ひ
、
後
民
山
w
誌
に
入
。
、
仰
臥
に
倣
っ
て
赤

間
砲
に
も
酬
明
披
山
方
面
で
死
ん
だ
と
す
る
か
ら
、
初

一
mmの
制
怖
を
成

L
、
H
つ
金
山
場
を
使
用
し
た
。
明
治

の
附
子
の
諸
問
中
に
名
を
列
し
た
の
が
紋
か
も
知
れ

一
六
年
間
問
、
八
十
二
段
。

ぬ
。
併
L
平
谷
が
そ
の
四
揮
で
あ
る
か
否
か
は
明
ら
か

一

生
フ
ダ
ヤ
ト
ヲ
ジ

任
国
屋
徳
次

全
押
印
の
陶
引

で
な
い
。
水
自
の
援
と
い
ふ
も
の
は
、
志
却
口
以
法

一
工
。
少
時
よ

b
技
を
父
徳
右
衛
門
に
川
f

び
、
天
保
の

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
考
古
車
に
言
ふ
古
的

一
一
闘
に
は
金
怖
の
毅
界
の
午
耳
を
執
っ
た
。
開
催
剛
山
三
年

で
あ
る
か
ら
、
全
〈
問
凶
に
な
ら
ぬ
。
一
見
に
源
平
時
間

一
加
賀
滞
が
卯
反
山
を
山
開
拓
し
、
山
上
に
陶
照
を
作
つ

問問問
平
氏
侍
北
ハ
亡
ぶ
る
耐
舶
の
僚
に
は
、
知
山
山
を
篠
以

一
た
時
、
前
回
次
に
敗
併
せ
し
め
た
が
、
後
脱
出
附
に
及
ん

合
械
の
後
山
校
附
近
で
矢
似
の
録
制
刑
死
し
た
と
も
郡

一
で
自
慢
し
、
向
山
総
と
務
し
て
作
品
を
品
目
印
し
た
。

い
て
、
そ
の
混
沌
さ
を
加
へ
て
ゐ
る
。

一

章
ヘ
イ
ジ
太
平
寺

J
タ
イ
ヘ
イ
ジ
太
平
昔
。

タ
プ
セ
ゴ
ン
ノ
ス
ケ
田
伏
権
之
助

越
前
侯
松

一

生
ベ
ゾ
メ

怠
初

滞
政
問
代
に
、
嬰
刈
生
ま
れ

平
忠
直
の
嬰
臣
。
元
利
九
年
忠
直
が
盟
後
の
萩
限
へ

一
て
百
二
J
i
H

に
白
石
時
は
、
際
足
又
は
約
足
の
本
脂

綿
ゼ
ら
れ
た
時
、
桜
之
助
は
秩
元
左
Mm
助
と
共
に
、

一
に
赤
彼
等
を
同
問
。
、
初
め
て
之
を
叩
せ
し
め
て
耐
す

務
附
か
ら
前
川
利
治
に
預
け
ら
れ
て
能
殺
七
尼
に
配

一
ろ
を
い
う
た
。

統
と
な
り
、
合
力
米
を
受
け
て
ゐ
た
が
、
流
永
一
二
年

一

同
腕
に
て
病
死
し
た
。
共
の
子
段
物
亦
合
力
七
十
五

一

石
を
受
け
、
承
服
三
年
間
所
で
死
し
、
段
物
の
純
子

一

吉
之
祐
注
文
四
年
加
羽
田
耐
に
仕
へ
、
そ
の
末
孫
は
武
一

時
四
年
に
断
絶
し
た
。
監
物
の
二
男
先
左
衛
門
も
召

一

制
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
子
原
永
約

L
た
o
一
一
一
男
久
米

一

之
助
は
流
永
十
八
年
前
出
利
除
の
小
々
将
と
止
。
、

一

十
九
年
新
知
五
百
石
を
賜
は
り
、
俊
正
保
一
一
万
ヰ
よ
り

一

七
屈
に
間
住
を
命
ぜ
ら
れ
、W
H
文
三
年
金
持
に
砂
り
二

御
馬
怨
・大
小
将
揮
す
に
班

L
、九
年
七
且
二
日
間
問
。

子

一

路
天
間
五
年
に
奈
っ
て
断
絶
し
た
。

一

hm
プ
セ
ヨ
シ
ト
モ
田
伏
義
知

沼
抑
制
七
一市
γ
小
左
一

h
F

マ
ガ
ハ
チ
ョ
ウ

玉
川
町

小
際
問
。

h
F

マ
ガ
ハ
ト
モ
カ
ツ
宝
川
知
雄

泊

m
m太
夫
・

七
兵
衛
。
一
川
般
六
年
奥
村
丹
後
守
の
胤
一
力
と
し
て
召

出
さ
れ
、
一
内
石
を
受
け
て
公
事
必
御
用
を
品
川
め
、
ヰ一

保
一
カ
年
出
十
討
を
引
足
L
、十
七
年
三
十
布
そ
加

へ
、

組
外
に
列

L
、
前
凶
一
車
問
山
の
抱
守
に
任
じ
、
廷
附
叫
凶

年
也
十
討
を

m
L、
明
和
二
年
八
万
二
十
制
入
十
九

践
を
以
て
波
。
子
孫
樹
綴
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

タ
マ
ガ
ハ
ナ
リ
カ
生
玉
川
成
方

泊抑制
小
節
太
・

孤
源
太
・
七
兵
衛
。
明
和
二
年
養
父
七
兵
衛
知
維
の

治
知
二
百
一
点
十
自
を
裂
ぎ
、
組
外
か
ら
御
山
内
抱
に
制

五

.晶.，、

J
コ
，
ヅ
カ
チ
ョ
ウ


